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｢
正
職
員
へ
の
登
用
制
度
の
な
い
パ
ー
ト

募
集
で
は
も
は
や
人
が
集
ま
ら
な
い｣

―
―

。

こ
う
噂
さ
れ
る
ほ
ど
、
正
職
員
登
用
制
度
が

普
及
し
つ
つ
あ
る
、
静
岡
県
内
の
金
融
機
関
。

こ
の
ト
レ
ン
ド
を
リ
ー
ド
し
、
正
職
員
登
用

制
度
を
静
岡
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
に
押
し
上
げ
た

立
役
者
と
も
い
え
る
の
が
、
静
清
信
用
金
庫

（
①
参
照
）
だ
。
同
社
は
県
内
の
金
融
機
関

に
先
駆
け
、〇
四
年
度
に「
職
員
転
換
制
度
」

を
導
入
し
た
。

景
気
回
復
に
従
い
、
パ
ー
ト
人
材
が
採
り

づ
ら
く
な
る
な
か
で
、
他
社
も
こ
れ
に
追

随
。
制
度
の
枠
組
み
だ
け
は
急
速
に
広
ま
っ

た
が
、
同
社
に
は
ま
だ
、
他
社
に
負
け
な
い

強
み
が
あ
る
。
パ
ー
ト
、
契
約
職
員
等
に
と

っ
て
、
正
職
員
登
用
制
度
を
い
か
に
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
や
す
い
身
近
な
も
の
に
す
る
か
は

運
用
面
が
重
要
だ
。
一
般
的
に
正
社
員
登
用

制
度
と
い
う
と

き
、
制
度
は
あ

っ
て
も
実
績
が

ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
り
、
非
正

社
員
に
も
機
会

が
ひ
ら
か
れ
て

い
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
戦
略
の

た
め
、
求
人
情

報
に
盛
り
込
ん

で
い
る
だ
け
の

ケ
ー
ス
も
少
な

く
な
い
。
し
か

し
同
社
で
は
、
非
正
職
員
の
資
格
取
得
に
も

コ
ス
ト
を
か
け
て
、
着
実
に
正
職
員
へ
の
登

用
実
績
を
上
げ
て
い
る
。
同
社
の
パ
ー
ト
募

集
に
人
気
が
集
ま
る
の
は
こ
う
し
た
強
み
が

あ
る
か
ら
だ
。
パ
ー
ト
、
契
約
職
員
等
か
ら

正
職
員
へ
の
登
用
制
度
を
、
人
材
活
用
戦
略

に
寄
与
す
る
形
で
機
能
さ
せ
る
た
め
、
同
社

は
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
施
し
て
い
る
の
か―

―

。
静
岡
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
、
静
清
信
用
金

庫
の
本
部
を
訪
ね
た
。

な
ぜ
、
パ
ー
ト
化
を
推
進
し
た
か

金
融
業
界
全
体
と
し
て
、
不
良
債
権
処
理

に
伴
う
コ
ス
ト
削
減
が
不
可
避
に
な
る
な
か

で
、
同
社
は
〇
三
年
、
中
期
経
営
計
画
「
Ｔ

Ｏ
Ｐ
21
」
の
中
で
、
人
件
費
削
減
を
含
む
効

率
化
策
を
打
ち
出
し
た
。
と
は
い
え
、
正
職

員
の
平
均
年
収
を
下
げ
る
と
、
職
場
の
モ
ラ

ー
ル
や
働
く
意
欲
ま
で
低
下
さ
せ
か
ね
な
い
。

そ
こ
で
同
社
は
、
正
職
員
の
自
然
減
を
パ
ー

ト
職
員
で
補
う
形
で
、
総
額
人
件
費
の
引
き

下
げ
を
図
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
派
遣
職

員
（
金
融
業
務
特
定
派
遣
）
で
は
金
銭
を
扱

事例報告

正
社
員
化
を
人
事
戦
略
に

制
度
の
概
要
と
そ
の
狙
い

パ
ー
ト
・
契
約
社
員
の
導
入
を
進
め
て
き
た
企
業
の
な
か
で
、
そ
の
あ
り
方
を
見
直
す
動
き
が
静
か
に
進
ん
で
い
る
。
数
年
前
か
ら
非
正
社
員
を
正

社
員
化
す
る
制
度
を
導
入
し
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
と
し
て
業
界
内
で
注
目
さ
れ
て
き
た
静
岡
県
の
静
清
信
用
金
庫
と
帝
国
ホ
テ
ル
を
訪
れ
、
制
度

の
狙
い
な
ど
を
取
材
し
た
。
あ
わ
せ
て
準
社
員
五
〇
〇
〇
人
の
正
社
員
化
を
最
近
発
表
し
た
ユ
ニ
ク
ロ
、
派
遣
職
員
三
二
〇
〇
人
の
直
接
雇
用
化
と

一
般
職
へ
の
登
用
を
打
ち
出
し
た
明
治
安
田
生
命
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
・
解
析
部　

荻
野
登
、
渡
辺
木
綿
子
）

静清信用金庫
04年に「職員転換制度」を導入
パート、契約職員にも教育訓練の機会を提供
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わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で

直
接
雇
用
で
の
パ
ー
ト
化
に
こ
だ
わ
る
必
要

が
あ
っ
た
。

パ
ー
ト
化
の
推
進
に
あ
た
り
、
同
社
で
は

当
時
、
少
数
な
が
ら
も
雇
用
し
て
い
た
パ

ー
ト
職
員
に
対
し
、
仕
事
や
待
遇
の
満
足
度
、

職
場
で
の
悩
み
な
ど
を
き
く
意
識
調
査
を
実

施
し
た
。
パ
ー
ト
化
を
進
め
る
か
ら
に
は
、

パ
ー
ト
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
よ
う
な
制
度
改
定
を
、
同
時
に
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

調
査
の
結
果
、
パ
ー
ト
職
員
の
中
に
は
、

本
部
・
支
店
の
別
や
労
働
時
間
の
長
短
に
よ

ら
ず
時
給
が
一
律
で
あ
る
こ
と
、
明
確
な
規

定
が
な
か
っ
た
た
め
に
正
職
員
と
ほ
ぼ
同
じ

預
金
勧
誘
目
標
な
ど
を
課
さ
れ
て
い
る
実
態

に
不
満
を
抱
い
て
い
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
、

地
方
銀
行
や
派
遣
会
社
へ
の
転
職
を
考
え
て

い
る
パ
ー
ト
職
員
も
い
る
こ
と―

―

な
ど
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
パ
ー
ト
職
員
も

三
〇
〜
四
〇
代
に
な
り
、
子
育
て
か
ら
手
が

離
れ
て
く
る
と
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
た
い

ニ
ー
ズ
も
多
い
こ
と
な
ど
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。

04
年
か
ら
パ
ー
ト
職
員
の
制
度
を
大
幅
改
定

こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
同
社
は

〇
四
年
度
か
ら
、
パ
ー
ト
職
員
の
人
事
処
遇

制
度
の
改
定
に
着
手
。
制
度
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
は
、
折
し
も
〇
三
年
に
改
正
さ
れ
た
、

パ
ー
ト
労
働
法
指
針
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
改

定
を
め
ざ
し
た
。
ま
ず
、
パ
ー
ト
職
員
の
時

給
を
一
律
の
設
定
か
ら
、
本
部
・
支
店
と
労

働
時
間
の
長
短
に
応
じ
て
一
〇
〇
円
刻
み
で

差
を
つ
け
る
設
定
に
変
更
。
ま
た
、
労
働
時

間
の
短
い
働
き
方
で
も
、
勤
続
に
よ
り
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
よ
う
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
給
を
右
肩
上
が
り
に
改
定
し
た
。

さ
ら
に
、
業
務
は
同
じ
に
み
え
て
も
、
パ

ー
ト
職
員
と
正
職
員
で
は
目
標
設
定
が
異
な

る
こ
と
を
、
明
確
に
す
る
方
向
で
整
理
し
た
。

例
え
ば
、
ボ
ー
ナ
ス
預
金
の
新
規
勧
誘
目
標

に
つ
い
て
は
、
正
職
員
を
一
〇
〇
と
し
た
場

合
、
七
時
間
パ
ー
ト
は
半
分
の
五
〇
、五
時

間
パ
ー
ト
は
三
割
の
三
〇―

―

な
ど
に
設
定
。

目
標
の
違
い
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
正
職

員
と
の
待
遇
差
を
数
字
の
上
で
合
理
的
に
裏

づ
け
た
。

さ
ら
に
同
社
は
、
パ
ー
ト
職
員
の
ニ
ー
ズ

を
汲
み
取
り
、
五
時
間
、
七
時
間
パ
ー
ト

か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
、
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
く
こ
と
も
選
択
で
き
る｢

キ
ャ
リ
ア
ス

タ
ッ
フ｣

の
雇
用
区
分
を
新
設
し
た
（
②
参

照
）。
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
、
正
職
員
と

ま
っ
た
く
同
じ
七
時
間
五
〇
分
の
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
。
原
則
と
し
て
、
高
額
金
銭
を
扱
う

出
納
業
務
を
除
く
す
べ
て
の
業
務
に
配
置
す

る
が
、
管
理
・
指
導
業
務
は
担
当
さ
せ
な
い

こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
先
の
パ
ー
ト
職
員
同

様
、
目
標
設
定
に
正
職
員
と
は
明
確
な
線
引

き
を
設
け
た
。
例
え
ば
、
先
の
ボ
ー
ナ
ス
預

金
の
新
規
勧
誘
で
い
え
ば
、
キ
ャ
リ
ア
ス
タ

ッ
フ
は
正
職
員
の
八
割
が
目
標
額
の
目
安
に

な
る
。

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
賃
金
は
、
パ
ー
ト

職
員
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
際
の
目
標

に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
、
基
本
賃
金
を
時
給
換

算
で
一
一
〇
〇
円
〜
上
限
一
四
五
〇
円
の

幅
に
設
定
。
賞
与
は
一
回
当
た
り
約
八
万
円

〜
上
限
五
三
万
円
ま
で
引
き
上
げ
た
。
こ
の

結
果
、
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
年
収
と
し
て

は
、
上
級
業
務
職
（
一
般
職
三
級
）
の
二
〇

代
後
半
の
正
職
員
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
、
約

四
〇
〇
万
円
水
準
ま
で
上
昇
し
た
。

職
員
転
換
制
度
を
導
入
し
た
わ
け

こ
う
し
た
一
連
の
制
度
改
定
に
合
わ
せ
、

同
社
は
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
か
ら
正
職
員
へ

の
転
換
制
度
（
身
分
転
換
制
度
）
も
導
入
し

た
。
パ
ー
ト
化
の
推
進
に
逆
行
す
る
よ
う
に

も
思
え
る
が
、
改
正
パ
ー
ト
労
働
法
指
針
の

趣
旨
を
踏
ま
え
て
、｢

能
力
の
高
ま
っ
た
キ

ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
、
本
人
の
希
望
に
よ
ら

ず
い
つ
ま
で
も
、
パ
ー
ト
職
員
の
ま
ま
使
い

続
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
パ
ー
ト
職
員

と
い
う
雇
用
身
分
、
待
遇
で
任
せ
ら
れ
る
仕

事
の
範
囲
に
は
限
度
が
あ
る
し
、
逆
に
そ
の

た
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
機
会
を
閉
ざ

し
て
し
ま
っ
て
は
本
人
の
た
め
に
も
な
ら
な

い｣

（
小
泉
秀
司
・
人
事
部
副
部
長
）―

―

と
考
え
た
か
ら
だ
。

参照①静清信用金庫の概要（Ｈ18年 3月末） 

所 在 地 
 
創 立 
 
預 金 積 金 
 
貸 出 金 
 
出 資 金 
 
自己資本比率 
 
店 舗 数 
 
役 職 員 数 
 
 
 
 

静岡県静岡市葵区昭和町 2番地の 1

大正 11年 3月 11日（1922 年）

5,455 億円（前年度末 5,382 億円＋1.25％）
（期中平残）
3,258 億円（　  〃　  3,139 億円＋3.79％）
（期中平残）
13億 9百万円

13.71％

43店舗（旧清水市 10、静岡市 27、焼津市 4、
　　　　藤枝市 2）
609 人（平均年齢 40歳 2カ月）※パート・
　　　  派遣職員除く
　男　性　432人（平均年齢 42歳 2カ月）
　　　　　平均勤続 20年 2カ月
　女　性　177人（平均勤続 34歳 1カ月）
　　　　　平均勤続 12年 7カ月
①金庫パート　90人（12.90％）
②派遣職員　関連会社派遣　嘱　託　 8人
　　　　　　　　　　　　　パート　 29 人
　　　　　　外部派遣会社　派遣職員   3 人
　　　　　　　　　　　　　　　　計 40人
③非正職員 130人（①＋②）17.59％
（参考）
出所：社団法人全国信用金庫協会
「嘱託、臨時・パート職員等に関する調査結果」平成17年4月1日現在

北海道地区　非正職員   1,122 人（17.2％）
東海地区　　　〃　　   3,841 人（14.6％）
全　国　　　　〃　　 18,835 人（14.1％）

参照②改定後の人事処遇制度の概要 
正職員 

労働時間 

職　　務 

異　　動 

処　　遇 

支店間異動（県内異動）あり、 
パート等の希望を優先させて異動 

非正職員 

キャリア 
スタッフ 

総合職 一般職 

すべての業務 

7 時間 50分

月給制 時給制 

高額金銭を扱う出納業務を除く業務に配置 
主に後方業務、窓口業務、貸付業務など 

7 時間 50分 7時間 5 時間 

通勤がもっとも短い最寄りの支店 
（原則、パートは大型店舗に配置） 

7Hパート 

5Hパート 

職員 
転換制度 

キャリアスタッフ 
転換制度 

正職員同様の
自己啓発奨励金制度
も適用して後押し

ステップアップ 
方式 

新 設 

小泉秀司・人事部副部長
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同
制
度
は
、
結
果
的
に
は
パ
ー
ト
職
員
の

定
着
を
促
し
、
人
件
費
コ
ス
ト
の
さ
ら
な
る

効
率
化
に
も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
職
員
転
換
制
度
等
の
導
入
前
後
で
、
パ

ー
ト
職
員
の
定
着
率
は
約
七
割
か
ら
、
約
九

割
ま
で
ア
ッ
プ
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
パ

ー
ト
職
員
の
入
れ
代
わ
り
に
よ
る
採
用
・
教

育
コ
ス
ト
の
ロ
ス
は
抑
制
さ
れ
、
ま
た
、
パ

ー
ト
職
員
の
入
れ
代
わ
り
に
伴
う
正
職
員
の

負
担
も
軽
減
さ
れ
た
。
安
定
的
で
質
の
高
い
、

顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
が
っ
て
い
る｣

（
同
）。

同
社
の
職
員
転
換
制
度
は
、
原
則
四
〇
歳

以
下
の
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
対
象
。
直

近
三
期
の
能
力
評
定
、
成
績
評
定
が
一
定
水

準
以
上
で
、
指
定
す
る
通
信
講
座
の
中
か
ら

三
科
目
を
受
講
済
み
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、

昇
格
試
験
（
筆
記
、
論
文
、
面
接
）
に
合
格

す
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
（
③
参
照
）。

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た

要
件
を
満
た
す
の
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
こ
れ
は
一
般
職
の

正
職
員
が
三
級
か
ら
四
級
へ
上
が
る
際
の
基

準
に
合
わ
せ
た
も
の
だ
。
非
正
職
員
も
転
換

後
は
、
同
じ
正
職
員
と
し
て
競
い
合
い
成
長

し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
い
う
期
待
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

転
換
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
一
定
の
長
さ
を
持

た
せ
る
た
め
に
も
、
応
募
は
四
〇
歳
ま
で
の

年
齢
制
限
を
設
け
て
い
る
。
た
だ
、
制
度
は

導
入
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、
本
人
の
や
る

気
に
応
じ
て
四
五
歳
く
ら
い
ま
で
は
応
募
を

認
め
る
な
ど
、
柔
軟
に
運
用
し
て
い
る
と
い

う
。

転
換
へ
の
プ
ロ
セ
ス
は
？

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
、
正
職
員

へ
の
登
用
機
会
は
年
一
回
（
能
力
評
定
時
）。

機
会
は
、
要
件
を
満
た
し
て
い
る
キ
ャ
リ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
、
所
属
長
が
声
を
か
け

る
形
で
訪
れ
る
。
六
月
末
日
の
閉
店
後
、
対

象
者
は
一
斉
に
、
筆
記
と
論
文
の
試
験
を
受

け
る
。
筆
記
試
験
は
、
多
様
化
が
進
む
商
品

に
対
す
る
知
識
の
ほ
か
、
個
人
情
報
保
護
の

法
的
な
知
識
、
ま
た
、
同
社
が
非
正
職
員
向

け
の
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
兼
復
習
ド
リ
ル
シ
ー

ト
と
し
て
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
掲
載
し
て

い
る
実
務
知
識
か
ら
出
題
さ
れ
る
。

こ
れ
に
無
事
合
格
す
る
と
、
次
は
七
月
中

旬
に
、
二
次
面
接
が
行
わ
れ
る
。
面
接
で
は
、

同
社
で
長
く
働
き
た
い
意
欲
が
本
当
に
あ
る

か
の
最
終
的
な
意
志
確
認
が
行
わ
れ
る
。
同

時
に
、
年
齢
に
関
係
な
く
新
た
な
業
務
や
役

割
に
対
し
て
、
前
向
き
に
取
り
組
む
姿
勢
が

あ
る
か
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
で
、
同
社
の
転
換
制

度
は
三
年
前
の
導
入
以
降
、
実
施
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
転
換
実
績

は
、
同
信
金
Ｏ
Ｇ
や
保
証
協
会
、
地
方
銀
行

の
出
身
者
な
ど
を
中
心
に
、
〇
四
年
に
三
人
、

〇
五
年
に
四
人
、
〇
六
年
に
二
人―

―

な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

転
換
が
決
ま
っ
た
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
、

一
般
職
の
正
職
員
の
資
格
制
度
で
い
う
三

級
か
ら
正
職
員
の
制
度
に
乗
り
入
れ
る
。
基

本
給
は
、
入
社
し
た
パ
ー
ト
職
員
か
ら
の
勤

続
年
数
も
通
算
さ
れ
、
職
能
給
（
三
級
で

九
万
八
四
五
〇
円
）
＋
年
齢
給
（
年
齢
に
応

じ
て
例
え
ば
四
〇
歳
は
一
一
万
五
〇
〇
円
）

で
支
給
さ
れ
る
。
賞
与
に
つ
い
て
も
正
職
員

同
様
、
成
果
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
。
能
力

に
と
く
に
問
題
が
な
い
場
合
は
、
転
換
翌
年

か
ら
す
ぐ
昇
格
さ
せ
る
仕
組
み
の
た
め
、
キ

ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
年
収
の
増
加
を
実
感
す

る
こ
と
に
な
る
。

｢

正
職
員
に
な
る
た
め
の
相
当
な
頑
張
り

が
報
わ
れ
た
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
正
職

員
と
し
て
も
っ
と
頑
張
る
ぞ
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に｣

（
小
泉
氏
）
と
の
、
同
社
な

ら
で
は
の
工
夫
だ
。

正
職
員
と
同
じ
啓
発
奨
励
で
転
換
を
促
進

正
職
員
へ
の
転
換
を
め
ざ
す
パ
ー
ト
職
員

や
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
、
一
定
の
年
齢
ま

で
に
順
次
、
必
要
な
資
格
要
件
を
満
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
に
も
同
社
な

ら
で
は
の
配
慮
が
あ
る
。
同
社
で
は
、
パ
ー

ト
職
員
に
対
し
て
、
正
職
員
同
様
の
自
己
啓

発
奨
励
金
制
度
を
適
用
し
て
い
る
。
指
定
す

る
通
信
講
座
を
一
定
の
修
了
条
件
で
ク
リ
ア

し
た
場
合
、
受
講
料
を
数
千
円
〜
一
万
円
程

度
補
助
。
ま
た
、
指
定
す
る
検
定
試
験
に
合

 

参照③職員転換制度およびキャリアスタッフ転換制度の申請要件

能力評定
成績評定
検定試験

通信講座

昇格試験
申請書類

申請期限

その他

「Ⅳ」以上
直近 3期間の内「Ⅲ」が 2期以上
特別会員二種外務員資格（日証協）
下記講座の内２科目

無
「パート職員コース変更申請書」

7h→キャリアスタッフへ　　　　　　　　キャリアスタッフ→職員へ
同左
同左
同左
下記講座の内 3科目

有（筆記・論文・面接）
「職員転換制度申請書」

毎年2月末（能力評定実施時）

注）「通信講座」「検定試験」の取得が未達であっても安定した業務を上げており、所属
長推薦がある場合は抜擢扱いとする。但し、未達分は昇格後の取得を必須とする。

毎年 2月末（4月変更）、又は 8月末
（10月変更）

「預金講座（全信協）・為替手形交換講座（全信協）・年金基礎講座（全信協）・テラー
基本講座（きんざい）

労働日数・時間は職員同様。その他、
「パートスタッフ職務取扱事項」による。

参照④パート職員自己啓発奨励金制度 

●対象の通信講座と検定試験 
　業務との関連性が特に強い、以下の講座、試験が対象。 

●奨励金の支給
　上記対象の通信講座修了者および検定試験合格者には、受講料・受験料補
　助の他、以下の奨励金（現金もしくは図書券）を支給する。
　その他、検定試験の合格については「公的資格等取得奨励規程」に基づき
　支給する。

 

 ①通信講座 

②検定試験 

講座名 修了条件 受講料 
預金講座（全信協）
為替手形交換講座（全信協）
年金基礎講座（全信協）
3級金融窓口サービス技能士
受験対策講座（きんざい）

基礎実務 
金融窓口サービス技能士 3級 
年金アドバイザー 3級 
ACO（コンプライアンス） 
損害保険募集人資格 
特別会員 2種外務員資格 

全信協 
きんざい 
経済法令研究会 
銀行研修社 
損害保険協会 
日本証券業協会 

検定試験名 

検定試験 

主催団体 受講料 

各添削課題 60点以上かつ 
修了試験 60点以上 
 

業者基準による 

　　　　8,200 円 
7,500 円 
6,100 円 

11,340 円 

1,300 円 
7,800 円 
3,150 円 
2,940 円 
1,600 円 
3,150 円 

通信講座 奨励金額 奨励金額 
預金講座 
為替手形交換講座 
年金基礎講座 
テラー基本講座 

10,000 円 
10,000 円 
10,000 円 
10,000 円 

30,000 円 
30,000 円 
30,000 円 
30,000 円 
10,000 円 
30,000 円 

基礎実務 
金融窓口サービス技能士 3級 
年金アドバイザー 3級 
ACO（コンプライアンス） 
損害保険募集人資格 
特別会員 2種外務員資格 
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格
し
た
場
合
は
、
受
講
料
を
全
額
支
給
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
通
信
講
座
修
了
者
お
よ
び

検
定
試
験
合
格
者
に
は
、
三
万
円
ま
で
の
範

囲
で
奨
励
金
も
支
給
す
る
と
い
う
充
実
ぶ
り

だ
（
④
参
照
）。

パ
ー
ト
職
員
は
正
職
員
と
同
等
か
そ
れ
以

上
に
自
己
啓
発
の
意
欲
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、

奨
励
金
制
度
の
コ
ス
ト
負
担
は
軽
く
な
い
。

少
な
く
と
も
業
界
で
、
こ
う
し
た
手
厚
い
制

度
を
も
つ
と
こ
ろ
は
他
に
な
い
が
、
同
社
で

は｢

パ
ー
ト
職
員
も
含
め
た
一
人
ひ
と
り
の

能
力
ア
ッ
プ
こ
そ
会
社
の
財
産｣
（
同
）
と

前
向
き
に
と
ら
え
て
い
る
。

｢

資
格
取
得
を
奨
励
す
る
こ
と
で
、
パ
ー

ト
職
員
の
意
欲
は
確
実
に
高
ま
っ
て
き
た
。

そ
の
知
識
は
正
職
員
へ
の
転
換
だ
け
で
な
く
、

日
々
、
複
雑
化
す
る
業
務
に
も
活
か
し
て
も

ら
え
る
。
外
部
研
修
に
行
か
せ
る
こ
と
を
思

え
ば
、
費
用
的
に
も
時
間
的
に
も
む
し
ろ
効

率
的
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
正
職
員
と
パ
ー

ト
職
員
の
自
己
啓
発
を
共
通
の
制
度
に
し
た

こ
と
で
、
結
果
的
に
互
い
に
競
い
合
う
形
と

な
り
、
正
職
員
に
対
し
て
も
良
い
刺
激
に
な

っ
て
い
る｣

（
同
）
と
い
う
。

一
連
の
制
度
改
定
を
伴
っ
た
パ
ー
ト
化

の
推
進
に
よ
り
、
同
社
の
パ
ー
ト
比
率
は

〇
三
年
度
の
約
九
％
か
ら
、
〇
五
年
度
は
約

一
三
％
ま
で
上
昇
し
た
。
同
時
に
、
パ
ー
ト

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
な
が

ら
、
人
件
費
率
は
同
約
〇
・
九
三
％
か
ら
約

〇
・
八
九
％
へ
と
、
低
下
さ
せ
る
こ
と
も
で

き
た
。

転
換
者
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
？

い
ま
、
同
社
で
は
、
パ
ー
ト
職
員
で
入
社

し
て
か
ら
四
年
程
度
で
、
正
職
員
に
転
換
す

る
と
い
っ
た
明
確
な
目
標
を
立
て
て
、
自
己

啓
発
に
積
極
的
に
取
り
組
む
人
が
増
え
始
め

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
ま
り
責
任
の
重
い

仕
事
は
し
た
く
な
い
と
い
っ
た
理
由
で
、
あ

え
て
パ
ー
ト
職
員
の
働
き
方
を
選
ぶ
人
も
少

な
く
な
い
。
だ
が
、
同
社
の
一
連
の
制
度
は
、

三
〇
〜
四
〇
代
の
女
性
に
と
っ
て
は
、
子
育

て
や
結
婚
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
な
ど
に
合
わ
せ

て
キ
ャ
リ
ア
の
再
ス
タ
ー
ト
を
考
え
る
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
、
重
要
な
意
味
合
い
を
持
ち
つ

つ
あ
る
よ
う
だ
。

一
方
、
同
社
側
に
と

っ
て
も
、
正
職
員
へ
の

転
換
制
度
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
材
を
揃
え
る
う

え
で
の
採
用
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
多
様
化
や
、
新
卒

や
中
途
採
用
に
比
べ
た

場
合
の
、
採
用
リ
ス
ク

の
低
減
に
役
立
っ
て
い

る
。

｢

新
卒
採
用
は
も
ち

ろ
ん
、
中
途
採
用
に
し

て
も
、
採
用
後
の
能
力

は
未
知
数
な
側
面
が
否

め
な
い
が
、
キ
ャ
リ
ア

ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
転
換

は
違
う
。
職
場
へ
の
順

応
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ス
キ
ル
、
業
務
能

力
の
高
さ
な
ど
を
見
極

め
た
う
え
で
、
優
秀
な
人
を
着
実
に
採
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
点
で
、
採
用
リ
ス
ク
を

低
下
す
る
有
効
な
手
段
だ｣

（
同
）―

―

と

み
る
。

同
社
は
今
春
、
新
卒
か
ら
一
般
職
の
正
職

員
を
一
〇
人
採
用
す
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ

ア
ス
タ
ッ
フ
か
ら
二
人
を
正
職
員
に
採
用
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
今
後
は
一
般
職
の
正
職

員
の
中
に
、
高
卒
・
短
大
卒
の
新
入
職
員
と
、

パ
ー
ト
職
員
か
ら
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
経

て
正
職
員
に
転
換
し
た
者
と
が
、
混
在
し
て

く
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

異
な
る
二
つ
の
タ
イ
プ
の
一
般
職
正
職
員
は
、

ど
う
い
っ
た
役
割
を
担
っ
て
い
く
の
か―

―

。

こ
の
問
い
に
対
し
、｢

試
行
錯
誤
の
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
転
換
者
に
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
方
が
分
か
り
や
す
い｣

と
い
う
こ
と
で
、

同
社
の
職
員
転
換

の
第
一
期
生
に
直

接
、
話
を
き
い
た
。

転
換
正
職
員
な
ら

で
は
の
強
み
と

は
？

―
―

第
一
期
生
・

櫻
井
美
樹
さ
ん
の

場
合

｢

新
入
社
員
の

成
長
を
み
る
の

が
い
ま
一
番
の
楽

し
み
。
一
年
経
ち
、

指
導
し
た
こ
と
が

ち
ゃ
ん
と
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
を
目
に
す
る

と
嬉
し
く
な
る
ん

で
す｣

―
―

。

こ
う
話
す
の
は
、

櫻
井
美
樹
さ
ん
（
40
歳
）。
制
度
が
創
設
さ

れ
た
〇
四
年
度
に
正
職
員
転
換
を
果
た
し
た
、

三
人
の
う
ち
の
一
人
だ
。

｢

私
、
の
ん
び
り
屋
な
ん
で
す･･･

｣

と

自
己
分
析
す
る
櫻
井
さ
ん
だ
が
、
家
事
と
子

育
て
で
忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て
、
転
換
要
件

で
あ
る｢

特
別
会
員
二
種
外
務
員
資
格｣

に

加
え
、｢

預
金
口
座｣｢

為
替
手
形
交
換
講
座｣

　

｢

年
金
基
礎
講
座｣｢

テ
ラ
ー
基
本
講
座｣―

―

の
一
連
の
通
信
講
座
を
取
り
終
え
た
。
帰

宅
後
、
勉
強
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
子
ど
も

が
宿
題
を
み
て
と
せ
が
ん
で
く
る
。
よ
う
や

く
寝
か
し
つ
け
た
と
思
う
と
夫
が
帰
宅
。
テ

キ
ス
ト
は
開
い
た
ま
ま
、
す
ぐ
食
事
の
支
度

に
取
り
掛
か
る
。
土
日
だ
っ
て
ゆ
っ
く
り
自

分
の
時
間
は
持
て
な
い
。
洗
濯
に
掃
除
に
買

い
物
。
子
ど
も
の
部
活
の
父
母
会
も
あ
る
。

家
事
・
子
育
て
と
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
の
両
立

は
、
並
大
抵
の
努
力
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

櫻
井
さ
ん
は
三
〇
歳
の
と
き
、
同
信
金
に

入
社
し
た
。
短
大
卒
業
後
、
地
方
銀
行
で
五

年
ほ
ど
勤
務
し
た
経
験
を
活
か
し
、
ま
た
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
長
く
働
け
る
条
件
だ
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
嘱
託
職
員
と
し
て
働
き
始
め

た
。
当
時
は
ま
だ
、
二
人
の
子
ど
も
が
小
さ

か
っ
た
た
め
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
も
残
業
は
原

則
な
く
、
ま
た
、
子
ど
も
が
急
病
に
な
れ
ば

突
然
の
休
み
も
許
さ
れ
る
嘱
託
職
員
と
い
う

働
き
方
が
合
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
入
社
か
ら
数
年
。
上
の
子
が
中

学
校
に
上
が
る
頃
に
な
る
と
、
櫻
井
さ
ん
は

家
事
の
合
間
を
で
き
る
だ
け
勉
強
に
充
て
る

よ
う
に
し
た
。
帰
宅
し
て
か
ら
仕
事
の
勉
強

に
時
間
を
割
く
の
は
骨
が
折
れ
た
が
、
資
格

の
取
得
や
通
信
講
座
の
修
了
で
ミ
ニ
ボ
ー
ナ

ス
（
奨
励
金
）
が
も
ら
え
る
と
い
う
同
社
の

制
度
が
、
良
い
動
機
づ
け
に
な
っ
た
。
そ
う

し
て
資
格
を
着
実
に
取
り
続
け
、
八
年
ほ
ど

勤
務
し
た
あ
る
日
。
上
司
か
ら
思
い
が
け
な

い
声
を
か
け
ら
れ
た
。

｢

職
員
転
換
制
度
に
応
募
し
て
み
な
い
か｣

―
―

。｢

用
は
無
い
け
ど
顔
を
見
に
来
た
よ｣

と
、
フ
ァ
ン
が
つ
く
ほ
ど
の
ベ
テ
ラ
ン
に
な

っ
た
櫻
井
さ
ん
を
見
て
き
た
、
上
司
か
ら
の

打
診
だ
っ
た
。
嬉
し
さ
の
一
方
で
、「
あ
と

二
〜
三
年
し
て
も
う
ち
ょ
っ
と
子
ど
も
が
落

ち
着
い
て
か
ら
で
な
い
と
、
正
職
員
と
い
う
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働
き
方
は
無
理
じ
ゃ
な
い
か
し
ら･･･

。
前

例
が
な
く
、
生
活
や
仕
事
が
ど
う
変
化
す
る

か
、
本
当
に
や
っ
て
い
け
る
の
か
、
ま
っ
た

く
想
像
が
つ
か
な
い
し･･･

」。
躊
躇
す
る
櫻

井
さ
ん
が
、
一
歩
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
な

っ
た
の
は
、
相
談
し
た
夫
や
実
家
か
ら
の
こ

ん
な
言
葉
だ
っ
た
。

｢

こ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
も
う
二
度
と
な
い
か

も
し
れ
な
い
よ
。
そ
ろ
そ
ろ
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
を
考
え
る
良
い
時
期
か
も
し
れ
な
い
。
で

き
る
こ
と
は
手
伝
う
か
ら
、
絶
対
や
っ
て
み

る
べ
き
だ
よ｣

―
―

。
周
囲
か
ら
の
エ
ー
ル

を
受
け
、
櫻
井
さ
ん
は
持
ち
前
の
ガ
ッ
ツ
で
、

転
換
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
晴
れ
て
合
格
し
、

本
店
へ
の
異
動
通
知
を
受
け
取
っ
た
。

正
職
員
に
転
換
し
た
櫻
井
さ
ん
は
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
こ
な
し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て

い
る
。
正
職
員
は
、
昇
給
変
動
の
レ
ン
ジ
が

嘱
託
職
員
よ
り
広
い
こ
と
か
ら
、
頑
張
れ
ば

頑
張
っ
た
分
だ
け
賃
金
で
報
わ
れ
る
意
識
が

強
く
な
り
、
自
然
と
日
々
の
業
務
に
も
力
が

入
る
。
し
か
し
櫻
井
さ
ん
に
と
っ
て
、
正
職

員
に
な
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
は
別
に

あ
る
。
一
つ
は
、
パ
ー
ト
職
員
の
業
務
に
も

常
に
眼
を
配
り
、
時
間
内
に
終
え
ら
れ
な
か

っ
た
分
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー
す
る
側
に
回
っ

た
こ
と
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
新
入
社
員

の
教
育
係
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

だ
。

｢

昨
年
四
月
に
入
社
し
た
子
が
、
よ
う
や

く
一
人
前
に
業
務
を
こ
な
せ
る
ま
で
に
育
ち

ま
し
た
。
思
わ
ず
頑
張
っ
た
ね
っ
て
、
褒
め

て
あ
げ
た
く
な
る
。
わ
が
子
と
一
緒
で
す｣

―
―

。
若
々
し
く
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
印
象
の
櫻

井
さ
ん
だ
が
、
新
入
社
員
の
話
に
な
る
と
急

に
お
母
さ
ん
の
顔
に
な
る
。
新
入
社
員
に
と

っ
て
、
同
期
ど
う
し
、
年
齢
の
近
い
先
輩
・

後
輩
の
間
柄
だ
と
、
と
も
す
る
と
追
い
付

き
・
追
い
越
せ
の
関
係
に
な
り
や
す
い
。
だ

が
、
櫻
井
さ
ん
と
新
入
社
員
の
関
係
は
違
う
。

社
会
と
家
庭
で
の
経
験
豊
富
な
櫻
井
さ
ん
の

資
質
が
、
新
人
へ
の
包
容
力
に
な
っ
て
い
る
。

転
換
者
を
ど
う
有
効
に
活
用
す
べ
き
か―

―

。
企
業
側
も
手
探
り
の
な
か
で
、
櫻
井
さ

ん
の
仕
事
ぶ
り
は
、
後
に
つ
づ
く
パ
ー
ト
職

員
、
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
も
キ

ャ
リ
ア
形
成
の
一
つ
の
範
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

二
年
前
に
転
換
を
打
診
さ
れ
た
と
き
、
相
談

で
き
た
ら･･･

と
櫻
井
さ
ん
が
願
っ
た
前
例

に
い
ま
、
彼
女
自
身
が
な
っ
て
い
る
。

　

一
八
九
〇
年
に
開
業
し
た
帝
国
ホ
テ
ル
。

一
一
六
年
の
歴
史
に
育
ま
れ
た
き
め
細
か
い

サ
ー
ビ
ス
と
最
新
の
設
備
で
、
日
本
だ
け
で

な
く
世
界
各
国
か
ら
日
に
約
一
万
人
の
ゲ
ス

ト
を
迎
え
る
。
一
日
中
、
華
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
る
が
、
労
働
集
約
型
産
業
で
あ
る

ホ
テ
ル
業
に
と
っ
て
、
人
材
戦
略
が
経
営
戦

略
の
コ
ア
を
占
め
る
こ
と
は
、
老
舗
の
同
ホ

テ
ル
で
あ
っ
て
も
一
緒
。
非
正
社
員

か
ら
正
社
員
へ
の
登
用
制
度
を
導
入

す
る
企
業
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

き
た
が
、
同
ホ
テ
ル
で
は
契
約
社
員

（
エ
リ
ア
社
員
）
と
い
う
雇
用
区
分

か
ら
の
正
社
員
登
用
制
度
を
、
一
つ

の
入
職
経
路
に
位
置
づ
け
て
運
用
し

て
き
た
。
同
制
度
を
導
入
し
た
背
景

は
何
か
、
ま
た
、
人
材
活
用
戦
略
の

中
で
ど
う
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か―

―

。
人
事
部
長
の
森
谷
一
彦

氏
と
労
務
課
長
の
古
谷
厚
史
氏
か
ら

話
を
聞
い
た
。

｢

そ
れ
ま
で
の
雇
用
は
正
社
員
を

中
心
に
、
特
定
の
業
務
の
み
パ
ー
ト

社
員
に
任
せ
る
と
い
う
、
区
分
の
は

っ
き
り
し
た
二
層
構
造
で
し
か
考
え

て
い
な
か
っ
た｣

（
森
谷
部
長
）―

―

と
い
う
同
社
が
、
正
社
員
と
同
じ

よ
う
な
業
務
を
任
せ
る
雇
用
区
分
と
し
て
、

契
約
社
員
の
活
用
を
考
え
始
め
た
の
は
約

一
〇
年
前
。
九
六
年
に
、
大
阪
に
新
店
舗
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
時
に
さ
か
の
ぼ
る
。
営
業

実
績
の
な
い
関
西
圏
へ
の
新
規
出
店
で
、
先

行
き
不
透
明
な
船
出
だ
っ
た
。
加
え
て
賃
貸

物
件
で
の
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

総
額
人
件
費
の
圧
縮
は
必
須
の
課
題
だ
っ
た
。

帝国ホテル東京

＜株式会社帝国ホテルの（Imperial Hotel,Ltd）概要＞

〒100-8558 東京都千代田区内幸町 1丁目 1番 1号

1890 年（明治 23年）11月 3日

小林哲也

14億 8500 万円

29,700 千株（’05年度期末現在）

1,894 人（’05年度期末現在）

54,145 百万円（’05年度）

3,979 百万円（’05年度）

帝国ホテル 東京 41,466 百万円（76.6％）
帝国ホテル 大阪 11,410 百万円（21.1％）
上高地帝国ホテル 1,267 百万円（2.3％）
　　　　　　　　　※4/27～11/7 営業

本社所在地

開業年月日

代表取締役社長

資本金

発行株数

社員数

年間総売上

経常利益

帝国ホテル
若手契約社員から正社員に登用

エリア社員が一つの入職経路に



特集―正社員登用・転換制度

Business Labor Trend 2007.6

15

同
社
の
労
使
は
、
宿
泊
、
料
飲
（
レ
ス
ト

ラ
ン
、
宴
会
等
）、
調
理
の
三
業
務
に
お
け
る
、

正
社
員
で
い
う
副
主
任
レ
ベ
ル
の
範
囲
ま
で

を
任
せ
ら
れ
る
雇
用
区
分
で
、
正
社
員
よ
り

は
や
や
処
遇
を
抑
え
た
枠
組
み
の
検
討
に
着

手
し
た
。
そ
の
結
果
、
フ
ル
タ
イ
ム
だ
が
大

阪
店
だ
け
の
限
定
勤
務
で
、
一
年
の
有
期
雇

用
契
約
と
す
る
も
の
の
、
処
遇
は
同
年
齢
の

正
社
員
の
九
割
水
準
を
確
保
す
る
、｢

エ
リ

ア
社
員
制
度｣

の
導
入
で
合
意
し
た
（
図
参

照
）。
エ
リ
ア
社
員
へ
の
採
用
対
象
は
、
大

学
・
専
門
学
校
、
短
大
の
新
卒
者
と
し
た
。

当
時
は
不
況
の
影
響
で
、
こ
う
し
た
層
の
正

社
員
採
用
の
パ
イ
が
社
会
的
に
も
限
ら
れ
て

い
た
こ
と
で
、
応
募
者
は
順
調
に
集
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
滑
り
出
し
た
エ
リ
ア
社
員
制
度
は
、

大
阪
店
の
安
定
的
な
営
業
成
績
に
も
貢
献
し
、

逆
に
正
社
員
の
業
務
は
こ
こ
ま
で
効
率
化
で

き
る
と
い
う
、
一
つ
の
参
考
モ
デ
ル
に
な
っ

て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
実
績
を
踏
ま

え
て
、
九
九
年
か
ら
は
、

営
業
成
績
が
厳
し
く
な
り

始
め
て
い
た
東
京
を
含
め
、

全
社
的
に
エ
リ
ア
社
員
化

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し

た
。
五
カ
年
で
一
七
○
億

円
と
い
う
設
備
改
修
計
画

を
打
ち
出
す
な
か
で
、
ど

う
し
て
も
人
件
費
の
見
直

し
が
避
け
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
も
背
景
に
あ
る
。
と

は
い
え
、
エ
リ
ア
社
員
化

は
正
社
員
の
退
職
に
よ
る

自
然
減
を
補
う
形
で
、
慎

重
に
進
め
ら
れ
た
。
人
件

費
の
圧
縮
は
魅
力
的
だ
が
、

エ
リ
ア
社
員
化
を
進
め
る

こ
と
で
顧
客
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
、

こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
帝
国

ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
傷
つ
け
て
し

ま
っ
て
は
何
に
も
な
ら
な
い
。
正

社
員
で
い
う
副
主
任
レ
ベ
ル
ま
で

の
業
務
で
、
具
体
的
に
ど
の
範
囲

を
エ
リ
ア
社
員
に
任
せ
る
こ
と
が

可
能
な
の
か―
―

。
同
社
労
使
は
、

職
場
ご
と
に
丹
念
に
業
務
の
見
直

し
と
要
員
交
渉
を
重
ね
、
そ
れ
を

積
み
上
げ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
、
エ
リ
ア

社
員
を
正
社
員
の
約
三
分
の
一
数
に
あ
た
る

約
五
〇
〇
人
弱
ま
で
増
や
し
て
い
っ
た
。

一
方
、
エ
リ
ア
社
員
化
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
は
、
エ
リ
ア
社
員
か
ら
宿
泊
、
料
飲
、

調
理
の
正
社
員
専
門
コ
ー
ス
へ
の
、
登
用
制

度
の
枠
組
み
を
設
け
て
お
く
こ
と
で
も
労
使

合
意
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
エ
リ
ア
社
員
を

組
織
化
し
た
労
組
側
か
ら
の
要
求
だ
っ
た
。

一
方
、
経
営
サ
イ
ド
と
し
て
も
、｢

団
塊
世

代
の
退
職
で
、
正
社
員
専
門
コ
ー
ス
へ
の
採

用
ニ
ー
ズ
が
発
生
し
た
場
合
は
当
然
、
新
卒

よ
り
既
存
の
エ
リ
ア
社
員
か
ら
の
登
用
を
優

先
さ
せ
る
べ
き｣

（
森
谷
部
長
）
と
受
け
入

れ
た
。
ま
た
、
エ
リ
ア
社
員
の
中
に
は
、
正

社
員
専
門
コ
ー
ス
の
新
卒
採
用
が
停
止
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
エ
リ
ア
社
員

で
入
社
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

｢

登
用
制
度
の
導
入
で
そ
う
し
た

人
へ
の
機
会
の
拡
大
と
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
れ
ば

･･･
｣

（
同
）
と
も
考
え
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
措
置
に
よ
り
、
不
況

期
に
エ
リ
ア
社
員
と
い
う
採
用

形
態
で
し
か
チ
ャ
ン
ス
が
与
え

ら
れ
な
か
っ
た
、
大
学
・
専
門
学

校
、
短
大
等
の
新
卒
者
に
と
っ
て

も
、
時
間
は
か
か
る
が
エ
リ
ア
社

員
か
ら
正
社
員
専
門
コ
ー
ス
へ
の
登
用
と
い

う
形
で
、
機
会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
た
な
入
職
経
路
と
し
て
の
登
用
制
度

エ
リ
ア
社
員
か
ら
正
社
員
専
門
コ
ー
ス
へ

の
登
用
に
あ
た
っ
て
は
、
入
社
一
年
以
上
三

年
以
下
の
エ
リ
ア
社
員
を
対
象
に
、
希
望
者

は
二
回
ま
で
、
受
験
で
き
る
と
す
る
要
件
を

定
め
た
。
入
社
後
三
年
と
い
う
区
切
り
を
つ

け
た
の
は
、
将
来
あ
る
若
者
を
正
社
員
登
用

の
機
会
を
付
与
す
る
だ
け
で
、
あ
ま
り
引
っ

張
り
過
ぎ
て
も
い
け
な
い
と
の
配
慮
か
ら
だ

っ
た
。

区
切
り
を
つ
け
て
転
職
を
促
す
と
い
う
点

で
は
、
エ
リ
ア
社
員
制
度
自
体
に
も
う
一
つ

仕
掛
け
が
あ
る
。
エ
リ
ア
社
員
の
年
収
は
、

二
八
歳
ま
で
は
同
年
齢
の
正
社
員
の
賞
与
を

含
む
年
収
水
準
で
完
全
九
割
を
保
障
し
て
い

る
が
、
二
九
歳
か
ら
低
減
さ
せ
、
三
〇
歳
で

横
ば
い
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
同
社
に

は
、｢

一
〇
年
程
度
で
エ
リ
ア
社
員
の
新
陳

代
謝
を
図
り
た
い｣

（
森
谷
部
長
）
狙
い
が

あ
る
。
た
だ
、
エ
リ
ア
社
員
に
と
っ
て
も
、

厳
し
い
よ
う
だ
が
転
職
機
会
が
狭
ま
る
二
〇

代
後
半
に
な
る
前
に
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
勤
務

し
た
と
い
う
経
歴
を
活
か
し
な
が
ら
、
他
社

へ
の
転
職
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
動

機
づ
け
に
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
だ
。

＜帝国ホテルにおけるエリア社員登用制度の枠組み＞

職種

労働時間

勤務地

非限定
（キャリア形成のための転勤、配置換えもあり）

フルタイム（週 37.5 時間シフト制）

東京、大阪、上高地の転居転勤あり

宿泊、料飲、調理職種限定
（要員の不足に応じて業務
ローテーションあり）

フルタイム（週 37.5 時間シフト制）

東京あるいは大阪の限定勤務

宿泊、レストラン（ウエイター）、
事務、調理場補助等の

職種限定

実働 1日 5.5 時間～ 7.5 時間
シフト制／週 5日制

東京あるいは大阪の
限定勤務

パートタイマー
（約 400 人弱）

随時募集

エリア社員
（契約社員約500人弱）

主に大学、専門学校、
短大等の新卒社員

主に大学の
新卒社員

総合コース

副参事

主任
副主任

スタッフ職
（一般 1～
一般 3）

正社員　約 1,500 人

登用制度

入社年数に応じた格付け
（一般 1～3）へ登用

専門コース

森谷一彦人事部長

帝国ホテル大阪
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エ
リ
ア
社
員
か
ら
正
社
員
へ
の
登
用
に
あ

た
っ
て
は
、
一
般
常
識
や
業
務
知
識
を
問
う

筆
記
試
験
に
加
え
て
面
接
試
験
が
行
わ
れ
る
。

面
接
で
は
、
エ
リ
ア
社
員
も
新
卒
採
用
と
同

様
、
ホ
テ
ル
業
務
を
こ
な
す
う
え
で
欠
か
せ

な
い
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
い
っ
た
基
本
的
な
資
質
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
。
ま
た
、
エ
リ
ア
社
員
の
場
合
は
、
日

頃
の
働
き
ぶ
り
が
明
ら
か
な
こ
と
か
ら
、
専

門
的
な
業
務
能
力
の
高
さ
も
重
要
な
判
断
要

素
。
さ
ら
に
、
正
社
員
専
門
コ
ー
ス
へ
登
用

さ
れ
れ
ば
、
よ
り
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
の
キ

ャ
リ
ア
展
望
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
キ
ャ
リ
ア
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
何
を
す
れ
ば
い
い
か
な
ど
に

つ
い
て
、
ど
の
程
度
自
覚
で
き
て
い
る
か
も

見
極
め
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
に
18
人
が
登
用

エ
リ
ア
社
員
か
ら
正
社
員
専
門
コ
ー
ス
へ

の
登
用
が
、
本
格
的
に
再
開
さ
れ
て
か
ら

の
実
績
は
、
こ
れ
ま
で
に
一
八
人
と
な
っ

た
。
常
時
約
五
〇
〇
人
程
度
が
雇
用
さ
れ
て

い
る
エ
リ
ア
社
員
の
う
ち
の
一
八
人
と
い
う

と
、
間
口
が
か
な
り
狭
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、

今
春
の
正
社
員
総
合
コ
ー
ス
の
新
卒
は
、
約

一
万
に
も
お
よ
ぶ
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら
一
四
人

を
選
抜
し
て
い
る
。
こ
の
極
め
て
狭
き
門
と

い
え
る
正
社
員
の
採
用
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、

毎
年
、
数
千
人
の
応
募
の
中
か
ら
、
百
数
十

名
規
模
（
今
春
は
一
一
二
人
）
で
採
用
す
る

エ
リ
ア
社
員
を
経
て
、
正
社
員
専
門
コ
ー
ス

に
登
用
さ
れ
る
厳
し
さ
は
ど
ち
ら
も
そ
う
変

わ
ら
な
い
と
い
え
そ
う
だ
。

正
社
員
で
ホ
テ
ル
の
プ
ロ
を
め
ざ
す
専
門

コ
ー
ス
の
新
卒
採
用
は
、
エ
リ
ア
社
員
か
ら

入
社
し
て
同
コ
ー
ス
に
登
用
さ
れ
る
制
度
に

取
っ
て
換
わ
ら
れ
た
格
好
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
同
制
度
は
若
者
に
と
っ
て
は
ま
た
別
の

形
の
入
職
経
路
と
し
て
、
ま
た
企
業
側
に
と

っ
て
は
、
業
務
能
力
を
見
極
め
た

人
材
を
、
社
内
か
ら
着
実
に
調
達

す
る
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

一
方
、
長
く
見
送
ら
れ
て
き
た

正
社
員
専
門
コ
ー
ス
へ
の
新
卒
採

用
は
、
来
春
か
ら
再
開
す
る
こ
と

を
検
討
中
で
あ
る
。
一
時
は
正
社

員
と
し
て
で
は
な
く
、
エ
リ
ア
社

員
と
い
う
雇
用
区
分
で
し
か
採
用

チ
ャ
ン
ス
の
な
か
っ
た
、
主
に
大

学
・
専
門
学
校
、
短
大
の
新
卒
者
。

し
か
し
、
登
用
制
度
に
よ
り
そ
の

枠
を
か
ろ
う
じ
て
つ
な
ぎ
、
そ

し
て
い
ま
、
景
気
回
復
に
伴
っ
て
、

再
び
正
社
員
雇
用
の
地
位
を
取
り

戻
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

563 June. 2007

特集 ＝「貧困と労働」

【提言】貧困の時代相 荒木誠之

【論文】
 日本の貧困と労働に関する実証分析 橘木俊詔・浦川邦夫
 日本の貧困　――増える働く貧困層 関根由紀
 最低賃金・生活保護額の地域差に関する考察 安部由起子・玉田桂子
 ワーキングプア・ボーダーライン層と生活保護制度改革の動向 駒村康平
 ホームレスの労働と健康、自立支援の課題 鈴木亘
 貧困の世代間連鎖の実証研究――所得移動の観点から 佐藤嘉倫・吉田崇

【投稿論文】
 日本企業の能力開発――70年代前半から2000 年代前半の経験から 原ひろみ

【書評】
 堀有喜衣編『フリーターに滞留する若者たち』 白井利明
 乙部由子著『中高年女性のライフサイクルとパートタイム』 禿あや美

【読書ノート】
 ロナルド・ドーア著『誰のための会社にするか』 佐山展生

【論文Today】
 制定法上の権利と契約の関係――雇用関係法におけるハイブリッド形態
  石田信平
【フィールド・アイ】
 ブラジルにおける労働訴訟 二宮正人

6562 May. 2007

特集 ＝「歴史は二度繰り返す？」

 歴史は繰り返すのだろうか？
 
Ⅰ　人口減少と少子社会 
 論文：近世中期の人口減少と少子化対策
 コメント：現代と近世中期の人口減少・少子化対策
Ⅱ　日本企業の国際進出 
 論文：日本企業の国際経営に関する歴史的考察
 ――両大戦間期、中国における内外綿会社
 コメント：見事な知的貢献
Ⅲ　所得格差 
 論文：所得分布の戦前と戦後を振り返る
 コメント：似て非なる戦前・戦後の所得格差
Ⅳ　「資産家」 
 論文：戦前期「資産家」の諸活動とその背景
 コメント：戦前のお金持ちの「公」意識は社会的に
 最適だったのか
Ⅴ　身分格差の撤廃 
 論文：労働者の「身分」について――工職身分格差撤廃と均等処遇
 コメント：働き方の格差と処遇の格差
Ⅵ　賃金体系 
 論文：賃金体系の二層構造
 コメント：賃金管理の課題
 ――唯一望ましい賃金体系は存在するのか
Ⅶ　ＣＩＯの形成 
 論文：ＣＩＯの形成過程――組織原理の対立
 コメント：ＣＴＷの結成は「ＣＩＯの形成」の再版なのか
Ⅷ　外国人労働者 
 論文：日本帝国における移住朝鮮人労働者問題――論議と政策
 コメント：外国人労働者受け入れ問題の今昔
Ⅸ　労働法の制定 
 論文：工場法史が今に問うもの
 コメント：工場法史の現代的意義
総括コメント いま歴史を生きる――総括コメントの試み

特集趣旨

5
神林龍

髙橋美由紀
髙橋重郷

桑原哲也
小池和男

南　亮進
大竹文雄

谷本雅之

森　剛志

久本憲夫
川口　章

森　建資

佐藤博樹

長沼秀世
五十嵐仁

外村 大
中村二朗

渡辺 章
江口匡太

尾髙　煌之助


